
関西研修センター　給湯配管補修工事　仕様書

No.

１． 発注概要 （１） 宿泊棟客室用ＰＳ内、縦系統給湯銅配管および接手、弁等の取替を行う。

（２） 契約、発注日
2022年9月28日（予定）

（３） 工期
2022年12月22日（木）～2023年2月28日（火）　（予定　完了報告書提出を含む）

（４） 支払条件
完了報告書提出・検収後、翌月末（2023年3月末）に銀行振込を想定。

２． 施工箇所 （１）宿泊棟客室用PS内縦系統給湯配管　：　計6系統　（宿泊棟東側）
（２）宿泊棟ランドリー用PS内縦系統給湯配管　：　計1系統（宿泊棟東側）
（３）その他工事　：　別紙「給湯配管補修工事の同時施工工事　仕様書」参照

３． 施工内容 （１）内容
① 宿泊棟客室用及びランドリー用PS内、縦系統給湯銅配管を撤去しSUS配管を復旧します。
② 継手は拡管式とします。
③ ８階仕切りバルブより２階SUS配管に接続施工。
④ 上記①配管は既設ﾊﾞﾙﾌﾞまで配管取替（縦系統の最上・最下の止水ﾊﾞﾙﾌﾞは施工不要。）
⑤ 床部配管は斫り撤去し新たに配管し埋め戻します。
⑥ 施工対象の宿泊棟東側は施工中8F、2Fおよび東側（還り）ﾊﾞﾙﾌﾞにより断水。

宿泊棟8-3階に設置のランドリーはその系統の施工完了後に給湯可能とします。
なお施工対象場所以外への給湯・給水供給が可能なように施工します。

⑦ 保温工事（保温施工のなされている箇所は撤去および復旧を行います。）
⑧ 上記①～⑦の工事は一括または複数回にわけて実施する工程とします。

（２）現状説明
施工箇所および縦系給湯配管の現状と配管の仕様は別紙「給湯配管系統図」、
「配管数量」、「ＰＳ内縦系統給湯配管改修図」を参照。

４． 施工（見積）条件 （１） 工事範囲
本仕様書、添付図面その他に示された範囲、その他必要と思われる工事とします。

（２） 施工日、施工時間について
① 施工期間中、施工場所（宿泊棟東側客室）に宿泊者が滞在していないこととします。

但し、反対側（宿泊棟西側客室）に宿泊者が入っている状況での工事となり
発注者側と作業時間および工程に関して打ち合わせを行います。

② 平日昼間の施工を想定していますが、一部工程は事前の協議により土曜日、
日曜日、祭日および夜間に実施することも可能とします。

③ 施工時間は、原則として8：00～17：00の間に施工するものとします。

（３） 次の事項は無償支給とします。

No.

　①材料置き場、作業車駐車、産廃コンテナの場所
　②施工に必要な電気、水

（３） 特記事項

項目 特記事項

項目 特記事項



① 施工にあたり、あらかじめ施工計画など以下の書類を施工開始日の2週間前までに
作成し、当協会の承諾を得た上で施工を行ってください。
提出書類
施工計画書
使用資材届
施工図
作業員名簿・組織図
工程表

施工計画書の書式は自由としますが、着工から完成・引渡しまでの施工順序と必
要日数を示した内容としてください。

② 発注者の承諾なく施工した場合については、是正工事が発生した場合も施工者の
無償対応とします。

③ 特記なき限り、位置・形状・同等品仕上材への変更についての工事費増額は行わ
ないものとします。

④ 当協会の指示により工事費の増減が発生する場合は、その指示から2週間以内に
書類にて追加見積書を提出し、発注者の承認を得るものとします。この手続きがな
い工事は工事費の増額は行わないものとします。

⑤ 作業の開始・終了にあたっては、必ず協会担当者に連絡するものとします。また、
その他の指示に従ってください。

⑥ 給湯系全体に影響のある給湯弁・バルブの開閉は、協会担当者の立会いのもとで
実施してください。（施工箇所の局所バルブを除く）。

⑦ 建物運営中の工事のため、施工者は宿泊者や建物利用者の安全に細心の注意
を払い工事を行ってください。

⑧ 作業場所には、必要に応じて養生を施すものとします。
⑨ 撤去した既存機器や新規設置機器の梱包材、電線の廃材処分等は、受注者の費用と

責任で搬出し、処理するものとします。
⑩ 駐車場および資材置場の利用については、協会が指定する場所を利用してください。
⑪ 入館の際は検温および手指の消毒を実施の上、受付で指定された入館手続きを

行ってください。なお敷地内ではバッジ、腕章など識別できる目印を付けて下さい。
⑫ 作業に際しては、労働基準法・労働安全衛生法その他関係法規に則って安全に

行なってください。
⑬ 施工完了後には完了届、完成図書を提出し、発注側担当者の検収を受けてください。

（３）内訳明細書等の書式、記載内容　他
本競争実施要綱第１３条第１項第五号に指定する入札金額の内訳明細書は、書
式は自由としますが、別紙「見積項目」に記載の項目を明記してください。

添付資料： （１） 給湯配管系統図
（２） ＰＳ内縦系統給湯配管改修図
（３） 配管数量
（４） 見積項目

以上



給湯配管系統図（図中の201～834までの3桁の番号は部屋番号を表す。黄色およびオレンジ色塗の系統が今回施工する系統）

西側 西系統 SUS配管

ｴｱｺﾝ

801 802 803 804 805 806 807 808 809 810 811 812 813 814 815 816 817 銅配管

8F

黄銅ﾊﾞﾙﾌﾞ

701 702 703 704 705 706 707 708 709 710 711 712 713 714 715 716 717 718 719 720 721 722

7F ② 　異形ｿｹｯﾄ SUSﾊﾞﾙﾌﾞ

601 602 603 604 605 706 607 608 609 610 611 612 613 614 615 616 617 618 619 620 621 622 圧着ｿｹｯﾄ処置 4ヵ所

6F

改修済 7ヵ所

501 502 503 504 505 506 507 508 509 510 511 512 513 514 515 516 517 518 519 520 521 522

南 5F 北

401 402 403 404 405 406 407 408 409 410 411 412 413 414 415 416 417 418 419 420 421 422

4F ③ 　異形ｿｹｯﾄ

301 302 303 304 305 306 307 308 309 310 311 312 313 314 315 316 317 318 319 320 321 322

3F ① 　異形ｿｹｯﾄ ④ 　異形ｿｹｯﾄ

201 202 203 204 205 203 207 208 209 210 211 212 213 214 215 216 217 218 219 220 221 222

2F ⑤ 　ﾋﾟﾝﾎ－ﾙ

⑥ 　ｴﾙﾎﾞ下部 ⑦ 　ｴﾙﾎﾞ下部

還り配管 番号発生年月 処置

1F ① 201903 圧着ｿｹｯﾄ

往き配管 ② 201903 圧着ｿｹｯﾄ

膨張ﾀﾝｸ ③ 201806 圧着ｿｹｯﾄ

④ 201903 圧着ｿｹｯﾄ

東側 東系統 L E-11 ⑤ 201910 更新済

⑥ 201712 更新済

834 833 832 831 830 829 828 827 826 825 824 823 ﾗﾝﾄﾞﾘ- 822 821 820 819 818 ⑦ 201603 更新済

8F ⑧ 201806 更新済

⑨ 201909 更新済

744 743 742 741 740 739 738 737 736 735 734 733 732 731 730 729 728 727 726 725 724 723 ⑩ 202002 更新済 西原衛生

7F ⑪ 202003 更新済 西原衛生

E-1～5、W-1,2,4

644 643 642 641 640 639 638 637 636 635 634 633 ﾗﾝﾄﾞﾘ- 632 631 630 629 628 627 626 625 624 623 202109 更新済

6F

544 543 542 541 540 539 538 537 536 535 534 533 532 531 530 529 528 527 526 525 524 523

南 5F 北

444 443 442 441 440 439 438 437 436 435 434 433 ﾗﾝﾄﾞﾘ- 432 431 430 429 428 427 426 425 424 423

4F ⑩ 　異形ｿｹｯﾄ

344 343 342 341 340 339 338 337 336 335 334 333 ﾗﾝﾄﾞﾘ- 332 331 330 329 328 327 326 325 324 323

3F ⑪ 　異形ｿｹｯﾄ

ｼｬﾜ-

南ﾒｲﾝPS ﾗﾝﾄﾞﾘ- 240 239 清掃 客室 236 235 234 233 232 231 230 229 228 227 226 225 224 223

2F ⑧　ｿｹｯﾄ

⑨ 　圧着ｿｹｯﾄ

1F 研修棟へ

医務室

W-6W-1 W-2 W-3 W-4 W-5 W-7 W-8 W-9 W-10 W-11

ｴｱｺﾝ

今回施工 今回施工 今回施工 今回施工 今回施工

E-7 E-8 E-9 E-10E-1 E-2 E-3 E-4 E-5 E-6

2022/8/17

前回施工 前回施工 改修済 前回施工 改修済 対象外 対象外 対象外 対象外 改修済 対象外

今回施工 今回施工前回施工 前回施工 前回施工 前回施工 前回施工



ＰＳ内縦系統給湯配管改修図

別紙「給湯配管系統図」のE-6～E11の計6系統（ランドリーを除く）

8F既設ﾊﾞﾙﾌﾞより2Fﾌﾗﾝｼﾞまで配管取替

RF

ＰＳ内 GＶ50 既設黄銅ﾊﾞﾙﾌﾞ

既設黄銅ﾊﾞﾙﾌﾞ

GV25 25CP 50CP 既設SUSﾊﾞﾙﾌﾞ

既設ﾊﾞﾙﾌﾞ（撤去）

8F

SUS配管に変更

GV25 25CP （今回工事）

SUS配管に変更済

7F

40CP 銅管

GV25 25CP

6F

GV25 25CP

5F

40CP

GV25 25CP

4F

32CP

GV25 25CP

3F 25CP

GV25 25CP

25CP

土間上部まで既設配管撤去しﾌﾟﾗｸﾞ止め（西系統）

2F GV25

天井内

1F

※取り替えるSUS管の径と数量は適切なものに置き換えて積算ください。



配管数量など（拾い図）

ＰＳ内縦系統給湯配管改修図 ＷＥ－・・・系統

別紙「給湯配管系統図」のE-6～E11の計6系統（ランドリーを除く）

RF

ＰＳ内 GＶ50 既設黄銅ﾊﾞﾙﾌﾞ

3,000 既設黄銅ﾊﾞﾙﾌﾞ

GV25 25CP 50CP 既設SUSﾊﾞﾙﾌﾞ

既設ﾊﾞﾙﾌﾞ（撤去）

8F

SUS配管に変更

3,000 GV25 25CP （今回工事）

SUS配管に変更済

7F

40CP 銅管

3,000 GV25 25CP

6F

3,000 GV25 25CP

5F

40CP

3,000 GV25 25CP

4F

32CP

3,000 GV25 25CP

3F 25CP

3,500 GV25 25CP

25CP

土間上部まで既設配管撤去しﾌﾟﾗｸﾞ止め（西系統）

2F GV25

天井内

取り替えるSUS管の径と数量は適切なものに置き換えて積算ください。

1F

配管数量 50SU4.0*1.1= 4.4 m *6 = 26.4 m

40SU9.0*1.1= 9.9 m *6 = 59.4 m

30SU3.0*1.1= 3.3 m *6 = 19.8 m

25SU4.0*1.1= 4.4 m *6 = 26.4 m

25SU1*7= 7 m *6 = 42 m

4,000

9,000

3,000

4,000



縦系統給湯配管改修図

別紙「給湯配管系統図」のL（ランドリー）の1系統

8F既設ﾊﾞﾙﾌﾞより2Fﾌﾗﾝｼﾞまで配管取替

RF

ＰＳ内

3,000

25CP 既設バタフライ弁

既設ゲート弁（交換）

8F

SUS配管に変更

（今回工事）

3,000 SUS配管に変更済

7F

3,000

25CP

6F

3,000

5F

3,000

25CP

4F

3,000

25CP

3F

3,500

25CP

2F

天井内

1F

※上記の外径は現状の銅管の実測値。取り替えるSUS管の径と数量は適切なものに置き換えて積算ください。

0.7m

ｽﾃﾝﾚｽ管外径60

つなぎ目
銅管外径67

銅管外径54

つなぎ目

つなぎ目

混合栓へ

混合栓へ

混合栓へ

混合栓へ

銅管外径42

銅管外径35

ｽﾃﾝﾚｽ管(更新済）

ﾊﾞﾀﾌﾗｲ弁

ﾎﾞｰﾙ弁

フランジ接続

銅管外径54

銅管外径54

銅管外径42

銅管外径42

銅管外径35

0.7m

0.7m

0.7m

銅管外径35

フランジ接続

ｹﾞｰﾄ弁



配管数量など（拾い図）

ランドリー縦系統給湯配管改修図L－・・・系統

1

既設黄銅ﾊﾞﾙﾌﾞ

RF 既設SUSﾊﾞﾙﾌﾞ

既設ﾊﾞﾙﾌﾞ（撤去）

ＰＳ内

3,000

SUS配管に変更

25CP （今回工事）

SUS配管に変更済

8F

銅管

3,000

7F

3,000

25CP

6F

3,000

5F

3,000

25CP

4F

3,000

25CP

3F

3,500

25CP

2F

天井内

1F

上記の外径は現状の銅管の実測値。取り替えるSUS管の径と数量は適切なものに置き換えて積算ください。

配管数量 60SU1.6*1.1= 1.76 m *1 = 1.76 m

（参考） 50SU 6.0*1.1= 6.6 m *1 = 6.6 m

40SU6.0*1.1= 6.6 m *1 = 6.6 m

30SU6.0*1.1= 6.6 m *1 = 6.6 m

25SU1*5= 5 m *4 = 20 m

0.7m

ｽﾃﾝﾚｽ管外径60

つなぎ目
銅管外径67

銅管外径54

つなぎ目

つなぎ目

混合栓へ

混合栓へ

混合栓へ

混合栓へ

銅管外径42

銅管外径35

ｽﾃﾝﾚｽ管(更新

ﾊﾞﾀﾌﾗｲ弁

ﾎﾞｰﾙ弁

フランジ接続

銅管外径54

銅管外径54

銅管外径42

銅管外径42

銅管外径35

0.7m

0.7m

0.7m

銅管外径35

フランジ接続

ｹﾞｰﾄ弁



見積項目

名称 仕様 数量 単位
一般配管用ｽﾃﾝﾚｽ鋼管SUS304　25SU 88.4 m

SUS304　30SU 26.4 m
SUS304　40SU 66 m
SUS304　50SU 33 m
SUS304　60SU 1.76 m

同上継手類 拡管式 1 式
銅管撤去 25A相当 88.4 m

32A相当 26.4 m
40A相当 66 m
50A相当 33 m
60A相当 1.76 m

支持金物類 1 式
消耗品雑材費 1 式
被覆工事 既設と同等以上 1 式
工費 1 式
撤去費 1 式
はつり費 1 式
穴埋め補修費 1 式
養生片付け清掃費 1 式
場内小運搬費 1 式
産業廃棄物処理費 1 式
既設配管接続費 25SU 53 ヵ所

50SU 6 ヵ所
60SU 1 ヵ所

水抜き水張費 1 式
運搬費 1 式
現場管理費 1 式
現場経費 1 式
諸経費 1 式

※その他必要項目は計上すること。



関西研修センター　給湯配管補修工事の同時施工工事　仕様書

No.

１． 発注概要 （１） 給湯配管補修工事に併せて別工事を行う。

（２） 契約、発注日
関西研修センター　給湯配管補修工事　仕様書に準じる。

（３） 工期
原則として関西研修センター　給湯配管補修工事　仕様書の工期内とします。

（４） 支払条件
関西研修センター　給湯配管補修工事　仕様書に準じる。

２． 施工箇所 １階機械室　給湯（還）配管修繕

３． 施工内容 貯湯槽№１ 給湯（還）配管循環ポンプ吐水側圧力計へのエルボきわ破断修理１か所。
※詳細は別紙「熱源機械室 給湯循環ポンプ吐水側圧力計配管 破断」参照。

① 施工部分の給湯を局所バルブを閉めて止水します。
② 破断した部分の修繕を行います。
③ 新しい圧力計（協会保有の予備品を使用）を取り付けます。
④ 止水解除して動作確認を行います。

（２）現状説明
施工箇所および縦系給湯配管の現状と配管の仕様は別紙
「熱源機械室 給湯循環ポンプ吐水側圧力計配管 破断 」を参照。

４． 施工（見積）条件 （１） 工事範囲
上記３．施工内容に定める工事とします。

（２） 施工日、施工時間等について
① 発注者側と作業時間および工程に関して打ち合わせを行います。
② 基本的には平日昼間の施工を想定していますが、一部工程は事前の協議により

土曜日、日曜日、祭日および夜間に実施することも可能とします。
③ 施工時間は、原則として8：00～17：00の間に施工するものとします。
④ なお施工時、対象となる貯湯槽１号系統の給湯を一時的にバルブにより止水します。

（３） 次の事項は無償支給とします。
　①材料置き場、作業車駐車、産廃コンテナの場所
　②施工に必要な電気、水

（４） 特記事項
　　　関西研修センター　給湯配管補修工事　仕様書の特記事項に準じます。

添付資料： （１） 参考資料　「熱源機械室 給湯循環ポンプ吐水側圧力計配管 破断 」

以上

項目 特記事項



が修繕する配管部位。取り付ける圧力計はセンターの予備品を使用。

熱源機械室 給湯循環ポンプ吐水側圧力計配管 破断

右側手前が別貯湯槽の

正常な圧力計

左側奥が破断した圧力計の

配管箇所

木栓による止水状況

圧力計側破断箇所の状況

ボール弁に表記の配管径は

３／８ です


